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　こ
の
度
、
京
都
新
聞
出
版
セ

ン
タ
ー
か
ら「
べ
ん
つ
う
の
は
な

し
ー
排
便
の
悩
み
解
決
」と
題
す

る
本
を
刊
行
し
ま
し
た（
写
真
）。

　多
く
の
人
に
と
っ
て「
べ
ん
つ

う
」に
関
す
る
話
は
、
快
い
話
題

に
は
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
、
し

か
し
人
が
健
康
な
生
活
を
送
る

に
は
快
便
も
快
食
・
快
眠
と
同

様
に
健
康
に
は
不
可
欠
な
条
件

で
す
。
ま
た
、「
べ
ん
つ
う
」に
問

題
が
あ
る
と
心
身
と
も
にQ

O
L

（
生
活
の
質
）が
低
下
し
ま
す
。

　私
は
こ
れ
ま
で
主
に
直
腸
・

肛
門
疾
患
の
治
療
に
携
わ
っ
て

き
ま
し
た
の
で
、
子
ど
も
や
大

人
の
直
腸
・
肛
門
の
手
術
後
に

起
こ
る「
べ
ん
つ
う
」異
常
に
つ

い
て
研
究
し
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
い
か
に
健
康
な「
べ
ん
つ

う
」を
保
つ
こ
と
が
、
人
が
生
き

て
い
く
上
で
大
切
か
を
半
世
紀

に
わ
た
り
患
者
さ
ん
と
と
も
に

悩
み
、
考
え
て
き
ま
し
た
。

　本
書
を
刊
行
し
た
き
っ
か
け

は
、
コ
ロ
ナ
禍
の「
巣
ご
も
り
」

で
便
秘
を
訴
え
る
患
者
さ
ん
が

増
え
た
折
、
京
都
新
聞
社
文
化

部
か
ら「
べ
ん
つ
う
の
お
は
な

し
」と
題
す
る
連
載
記
事
を
依
頼

さ
れ
た
か
ら
で
す
。
そ
し
て
今

回
、
こ
の
記
事
を
加
筆
・
再
構

成
し
、「
べ
ん
つ
う
」の
悩
み
を
解

決
す
る
た
め
の
生
活
習
慣
や
治

療
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま

し
た
。

　本
書
の
内
容
は
、
当
院
に
開

設
し
た
便
通
異
常
外
来
で
患
者

さ
ん
に
寄
り
添
っ
て
き
た
経
験

に
基
づ
き
、
子
ど
も
か
ら
シ
ニ

ア
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
症
例
や

診
察
、
薬
の
処
方
に
つ
い
て
解

説
し
て
い
ま
す
。
ま
た
巻
末
に

は「
べ
ん
つ
う
列
伝
」と
し
て
、

「
べ
ん
つ
う
の
は
な
し

         

　 排
便
の
悩
み
解
決
」を
刊
行
し
て

徳
川
家
康
や
西
郷
隆
盛
、
夏
目

漱
石
ら
偉
人
の
便
通
ト
ラ
ブ
ル

を
話
題
と
し
て
取
り
上
げ
て
い

ま
す
。

　私
は
、
本
書
が
人
知
れ
ず「
べ

ん
つ
う
」異
常
に
悩
ん
で
い
る
患

者
さ
ん
に
と
っ
て
健
康
回
復
の

一
助
と
な
っ
て
、
快
適
な
日
常

生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
な
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　尚
、
本
書
の
お
買
い
求
め
は

書
店
、
京
都
新
聞
出
版
セ
ン

タ
ー
、
京
都
新
聞
販
売
所
、
ま

た
は
ネ
ッ
ト
で
で
き
ま
す
。
手

に
取
っ
て
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。
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遊
園
地
に
置
か
れ
た
遊
具
の
サ
メ
の
口
か
ら
、仲
良
し
兄
弟
が
顔

を
の
ぞ
か
せ
て
母
親
に
ご
あ
い
さ
つ
。「
こ
ん
に
ち
は
！
」。
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て
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入浴動作の検討

　自宅へ退院予定の患者様が円滑に在宅生活に
戻れるよう、必要に応じて退院前に理学療法士
（PT）や作業療法士（OT）、言語聴覚士（ST）のリハ
ビリテーションスタッフが、患者様やご家族と一緒
に自宅を訪問することを「退院前訪問指導」と言い
ます。
　退院後すぐに在宅生活が再開可能かどうか患者
様の病状や心身機能、自宅の家屋構造、ご家族の
介護力などを考慮した評価やアドバイスを行い、
退院に向けた準備を行います。
　また、在宅生活で関わってくださるケアマネ
ジャーや福祉用具の業者などが同席することも多
く、退院後の問題点や心配事などの情報を共有で
きるため、退院前から調整し問題を解決すること
ができます。
　例えば患者様がご高齢の場合、入院する前にで
きていた日常生活の動作が困難になっていたり、
認知機能の低下がみられたりするなど、自宅への
退院に不安が生じることがあります。そこで、リハ
ビリテーションスタッフが患者様の自宅を訪問す
ることで、自宅での生活をシミュレーションし、安心
して退院できるようご支援します。

　向日回生病院リハビリテーション科では、円滑
な在宅復帰を実現するため、退院前訪問指導に
積極的に取り組んでおります。患者様およびご家
族のご理解、ご協力を得られた場合のみ医師の
指示のもと実施しています。
　退院に向けての不安や疑問が
ございましたらお気軽にご相談
ください。

■ 玄関の出入りの評価・指導
■ 自宅内の移動方法
■ 必要な住宅改修（手すり、段差解消など）
　の提案
■ 必要な福祉用具（ベッド、ポータブルトイレ
　歩行器、車椅子、入浴用椅子など）の提案
■ 介助方法の指導
■ トイレ動作方法の評価・指導
■ 入浴動作方法の評価・指導
■ 階段昇降の評価・指導
■ 食事環境の評価・指導

在 宅 復 帰
退 院 前 訪 問 指 導

に向けた取り組みに向けた取り組み

とは？とは？

具体的な評価やアドバイス内容退院前訪問指導とは？

段差の評価 階段手すり位置の検討



介護

地域包括ケアシステムのイメージ

地域包括支援センター
ケアマネジャー

医療ケア・
サービスの提供

活動の場の提供

通院・入院

介護ケア・
サービスの提供

通所・入所

参加

老人クラブ・自治会・NPO・ボランティア等

医療

住まい

生活支援
介護予防

介護

地域包括
ケアシステムとは？

地域包括ケアシステムのイメージを基にした
　　　　　　　向日市地域における回生グループの連携

　
日
本
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
は
２
０
２
５
年
に

３
６
５
７
万
人
と
な
り
、
２
０
４
２
年
に
は
３
８
７
８

万
人
と
な
っ
て
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て

い
ま
す
。
日
本
で
は
今
後
も
高
齢
化
が
ま
す
ま
す
進
み

認
知
症
高
齢
者
を
は
じ
め
、
65
歳
以
上
の
夫
婦
の
み
の

世
帯
が
さ
ら
に
増
加
し
て
い
く
も
の
と
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。
い
わ
ゆ
る
団
塊
の
世
代
と
呼
ば
れ
る
人
た
ち
が

75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
と
な
る
２
０
２
５
年
に
は
医

療
や
介
護
の
ニ
ー
ズ
が
よ
り
い
っ
そ
う
増
大
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
こ
の
２
０
２
５
年
を
目
途
に
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
で
、
地
域
の
実
情
に
合
っ
た
医
療
・
介

護
・
予
防
・
住
ま
い
・
生
活
支
援
が
一
体
的
に
確
保
さ

れ
る
体
制
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
の
必
要
性
を
強
調
し
、

地
域
の
包
括
的
な
支
援
・
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
の
構
築

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
ご
と
に
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
、
「
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
、
介
護
保
険
制
度
と
医

療
保
険
制
度
の
両
分
野
か
ら
、
高
齢
者
を
地
域
で
支
え

て
い
く
も
の
と
な
り
ま
す
。
医
療
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
が

地
域
の
中
で
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め

に
は
、
医
療
と
介
護
の
連
携
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

高
齢
者
の
現
状
と
将
来
像

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
が
目
指
す

「
植
木
鉢
モ
デ
ル
」

医
療
と
介
護
の
一
体
化

　
左
の
植
木
鉢
図
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
５

つ
の
構
成
要
素
（
住
ま
い
・
医
療
・
介
護
・
予
防
・
生

活
支
援
）
が
相
互
に
関
係
し
な
が
ら
、
一
体
的
に
提
供

さ
れ
る
図
と
し
て
図
示
し
た
も
の
で
す
。

　
本
人
の
選
択
が
最
も
重
視
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
本

人
・
家
族
が
ど
の
よ
う
に
心
構
え
を
持
つ
か
と
い
う
地

域
生
活
を
継
続
す
る
基
礎
を
皿
と
捉
え
、
生
活
の
基
盤

と
な
る
「
住
ま
い
」
を
植
木
鉢
、
そ
の
中
に
満
た
さ
れ

た
土
を
「
介
護
予
防
・
生
活
支
援
」
、
専
門
的
な
サ
ー

ビ
ス
で
あ
る
「
医
療
・
看
護
」
「
介
護
・
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
」
「
保
健
・
福
祉
」
を
葉
と
し
て
描
い
て

い
ま
す
。

　
介
護
予
防
と
生
活
支
援
は
、
地
域
の
多
様
な
主
体
に

よ
っ
て
支
援
さ
れ
、
養
分
を
た
っ
ぷ
り
と
蓄
え
た
土
と

な
り
、
葉
と
し
て
描
か
れ
た
専
門
職
が
効
果
的
に
関
わ

り
、
尊
厳
あ
る
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
の
実
現
を
支
援
し

て
い
ま
す
。

地域包括ケアシステムのイメージ

地域包括支援センター
ケアマネジャー

医療ケア・
サービスの提供

活動の場の提供

通院・入院

介護ケア・
サービスの提供

通所・入所

参加

老人クラブ・自治会・NPO・ボランティア等

医療

住まい

生活支援
介護予防

医療と介護の切れ目のない連携を目指しています！

●向日回生病院

●訪問リハビリテーション向日かいせい

●向日回生病院デイケアセンター

●ケアセンター回生

●訪問看護ステーション第二かいせい

●ケアセンター回生デイケアセンター

●向日回生病院

●訪問リハビリテーション向日かいせい

●向日回生病院デイケアセンター

●向日市北地域包括支援センター

●ケアセンター回生居宅介護支援事業所

●向日市北地域包括支援センター

●ケアセンター回生居宅介護支援事業所

●ケアセンター回生

●訪問看護ステーション第二かいせい

●ケアセンター回生デイケアセンター

真生会通信真生会通信
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と
生
活
支
援
は
、
地
域
の
多
様
な
主
体
に

よ
っ
て
支
援
さ
れ
、
養
分
を
た
っ
ぷ
り
と
蓄
え
た
土
と

な
り
、
葉
と
し
て
描
か
れ
た
専
門
職
が
効
果
的
に
関
わ

り
、
尊
厳
あ
る
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
の
実
現
を
支
援
し

て
い
ま
す
。

地域包括ケアシステムのイメージ

地域包括支援センター
ケアマネジャー

医療ケア・
サービスの提供

活動の場の提供

通院・入院

介護ケア・
サービスの提供

通所・入所

参加

老人クラブ・自治会・NPO・ボランティア等

医療

住まい

生活支援
介護予防

医療と介護の切れ目のない連携を目指しています！

●向日回生病院

●訪問リハビリテーション向日かいせい

●向日回生病院デイケアセンター

●ケアセンター回生

●訪問看護ステーション第二かいせい

●ケアセンター回生デイケアセンター

●向日回生病院

●訪問リハビリテーション向日かいせい

●向日回生病院デイケアセンター

●向日市北地域包括支援センター

●ケアセンター回生居宅介護支援事業所

●向日市北地域包括支援センター

●ケアセンター回生居宅介護支援事業所

●ケアセンター回生

●訪問看護ステーション第二かいせい

●ケアセンター回生デイケアセンター

真生会通信真生会通信















権　　利 責　　務

患者様の権利と責務

1. 良質な医療を公平に受ける権利があります

4. 個人情報およびプライバシーが保護される権利があります

6. 研究途上にある治療方法や薬剤の投与（治験）を行うことは、
　 致しません

患者様は、個人として常にその人格を尊重され、病院がなし得
る最善・適切である良質な医療を公平に受ける権利があります。

2. 説明や情報を得る権利があります（インフォームド・コンセント）
患者様は、病気、治療、検査、見通しなどについて、十分な
説明と情報提供を受ける権利があります。

1. 自ら健康に関する情報を正確に医療者に伝える責務があります
良質な医療の提供を受けるために、自分の健康状態について、
正確に提供する責務があります。また、病状の変化や治療中に
生じた問題については、速やかにお申し出ください。治療上必要
な指示や助言は、お守りください。

2. 病院の規則に従い他者への迷惑にならないように努める責務があります

4. 加入の医療保険等を提示し、受けた医療に対する医療費を
　 支払う責務があります

全ての患者様が等しく適切な医療を受けられるようにするため
に、他の患者様や病院職員に支障を与えないよう配慮する責務
があります。

3. 治療等に関して自分の意思を明らかにする責務があります
適切な治療方針を決めるために、自分の意思や意見を伝える
責務があります。

5. 診療情報の開示を求める権利があります
患者様は、申請によりご自身の診療記録等の開示を求める権利
があります。

3. 選択の自由と自己決定権があります
患者様は、十分な説明と情報提供を受けたうえで、治療方法など
を自らの意思で選択し、決定する権利があります。また、他の医
療機関の医師の意見（セカンドオピニオン）を希望される場合に
は、当院で受けた診療に関する情報を求める権利があります。

真生会
向日回生病院
〒６１７-０００1  京都府向日市物集女町中海道92-12
TEL 075-934-6881  FAX 075-933-9413

訪問リハビリテーション 向日かいせい
〒６１７-０００1  京都府向日市物集女町中海道92-12  向日回生病院内
TEL 075-924-2777  FAX 075-924-2677

　向日回生病院、では、各階フロアーに「ふれあい
箱」を設置しております。
皆様のご意見、ご要望等の声を少しでも反映させ
たく思いますので、お気付きのことがあれば投書
ください。

真生会通信

外来担当医表
外科

受 付

内科
受 付

月 火 水 木 金 土

午前 長岡 福井
松生 菅野 福井 長岡

夜診 福井 菅野 長岡

長岡
井口

岩井
（便通異常）

（心療内科）
（第2週）

月 火 水 木 金 土

午前 西山（初）

高野（再）
作田（初）

小黒（再）

才村 （泌尿器）枝川 野々村

高野（初）

松岡（再）
小黒（初）

中根（再）
松岡（初）

作田（再）

中根

高野 中根作田

午前
（専門外来）

午後
（専門外来）

夜診

令和6年4月1日付

（もの忘れ）
（第3週）

（泌尿器科）
（第1,3週）

  崔

（神経内科）
（第1週）  田中


